
スカーフ論争とは…

フランスの植民地だった北アフリカから、戦後、労働
者不足を補うためフランスに移住してきたアラブ人ム
スリムの二世、三世にあたる女子生徒たちが、イスラー
ムのスカーフ（ヒジャーブ）をまとい公立学校に通うこ
との是非をめぐる論争のこと。少女たちに「スカーフ
をぬぐか学校を出ていくか」を迫ったのは、むき出し
のイ
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スラーム憎悪を表明する極右集団だけでない。ヒ
ジャーブを「男尊女卑の象徴」、「フランスの政
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教分離
原則に反する」などとして、少なからぬ左派・リベラ
ル層からも着用禁止を支持する意見が噴出、「ムスリム
系マイノリティに同化か排除を迫るレイシズムに他な
らない」などと批判する者たちとの間で激しい議論が
繰り返された。2004 年には「宗教的シンボル禁止法」
が制定され、問題は今も続いている。本作『スカーフ
論争』は、陰湿な迫害を受けつつもスカーフをまとう
当事者たちや支援者の声、論争を記録したドキュメン
タリー。「人権の祖国」における「隠れたレイシズム」
をあぶり出す。
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